




























































































































































































































































































































































































































































































本稿で確認 してきたとお り､ヘ ツケルの優生
思想は19世紀末の ｢自然科学主義｣的思想潮流
の中に禅 さす ものであ り､ダーウィン進化論を
摂取 ･変容 させることで生 まれた社会ダーウィ
ニズム思想のひとつ と捉 えることができる｡ ま
たへ ツケルの思想が一元論思想 としてまとめ ら
れてい く中で､科学 と宗教が融合 してい くこと
となった｡キリス ト教 を厳 しく批判 しなが らも､




な宗教運動 を起 こしていった｡ヘ ツケルにより
生 まれた一元論同盟はまさにこうした運動の一
つでもあ り､当時の様々な宗教運動の潮流がこ
の運動に｢吹 き溜 まって｣いたと言える｡ だが､
その宗教運動はゲルマ ン異教的色彩 を帯び､科
学 と宗教が融合する中か ら生 まjtた優生思想 と
結びつ く形でナチズム- と吸収 されていったの
である｡
*本稿は医学哲学 ･倫理学会関東支部第190回総
合部会例会 (2010年 5月 8日､於芝浦工業大学豊










3 深揮英隆 『啓蒙と霊性 近代宗教言説の生成 と
変容』岩波書店､2006年､240頁｡























liche Studien tiber biologische PhilosoPhie.


























lishedin 1971by Macdonald and American
EIsevier).
14 ドイツの優生学史の研究動向については､鈴木




























































26 こうした見方を示 した文献 として横山茂雄 『聖
別された肉体 オカル ト人種論 とナチズム』書韓
風の菩蕨､1990年｡
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